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「理論福祉学」の可能性
稲沢公一
東洋大学大学院社会福祉学専攻に着任し、「理論研究」を担当させていただくようになってか
ら4年目になる。そこで、この場を借りて、全く耳にすることのない「理論福祉学Jという言
葉について考えてみたい。
社会福祉とは、歴史的な蓄積の上に築かれたまぎれもない「現実jであるが、それに対して、
「理論」とは、現実世界を把握する道具であって、その本質的な機能は、現実の圧倒的な情報量
を縮減することに他ならない。
したがって、社会福祉と呼び慣わされてきた雑然とした現実を前にするときもまた、人は、
それらに共通する基本的な特徴は何かと問い、依って立つ思想や理念を整理し、歴史的展開の
足跡を追い、さらには、具体的な活動の原則などを明らかにしようと努めてきた。
こうして、社会福祉という現実について、一定の整合性をもって語られる説明的な言説が蓄
積され、それらは「社会福祉理論Jと呼ばれるようになった。それは、生活に困っている人た
ちを何とかしなければならないという現実対応を出発点とし、そうした現実をいわば後追い的
に分析記述するものであった。
だが、現実後追いの議論だけでは、どうにもならないほどに昨今の福祉は追い詰められている。
というのも、現実そのものを変えていくことは困難だが、現実への対応策や方針を特定の方向
に変えていくことは、たやすいことだからである。そのため、いかに福祉的コストを削減する
かといったその場しのぎの議論がなりふり構わず行われているだけのようにも見える。
だからこそ今、現実従属的にではなく、逆に、福祉という現実を理論的に構築していく作業
が必要なのではないだろうか。そもそも福祉とは何なのか、何であるべきなのか。困っている人々
をやむにやまれず助けようとしてきた現実は、何を根拠として生み出されてきたのか。あるいは、
その根拠を少数の原理原則に集約して体系化すれば、どのように記述できるのか。
少なくとも、今求められるのは、その始原を繰り返し問いなおすことによって、福祉の名の
下で呼ばれてきた現実をあらためて構築していくような理論を積み上げていくことのように思
われる。こうした始原遡及に基づいて体系的理論を紡ぎ出そうとする学問的な姿勢は、「理論福
祉学jと呼ぶことができる。
東洋大学という器の中で、その可能性に全力で取り組んでみたいと思うときがある。
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東洋大学社会福祉学会活動報告 1 
【2014(平成26)年度】
8月3日(日) 第10回記念大会開催(会場:東洋大学白
山キャンパス8号館7階125記念ホール)
プログラムは、下記の通りであった。
大会テーマ『東洋大学における社会福祉学教育と研究
ーその到達点と展望-j
10 :∞-10 : 10 
東洋大学社会福祉学会会長挨拶(小林良二会長)
10 : 15 -11 : 50 大学院生・修了生研究報告
高良麻子氏(社会福祉学専攻博士後期3年)
「日本におけるソーシャル・アクションの実践方法の
明確化一社会福祉士の実践を通して-J
黒鵜ひとみ氏(福祉社会システム専攻修了)
「臨床現場における新人看護師教育の課題一都内D病
院を手掛かりに一」
小川晶氏(ヒューマンデザイン専攻博士課程修了)
「保育所における子育て課題を持つ母親への支援の視
点と方法j
13 : 00 -13 : 30 総会
13 : 30 -14 : 10 窪田暁子先生を偲ぶメモリアル企画
記念講演:古川孝順氏(西九州大学・本学名誉教授)
14: 20 -15 : 40 
記念鼎談I
「東洋大学における社会福祉学教育・研究の歴史的意義
と展望J
登壇者:古川孝順氏、天野マキ氏(本学名誉教授)、
佐藤豊道氏(本学社会学部教授)
司会者:森田明美会員(本学社会学部教授・学部長、
福祉社会開発研究センター長)
15 : 50 -17 : 10 
記念鼎談E
「東洋大学で学んだ研究者としての基礎j
登壇者:和気純子氏(首都大学東京教授)、寺田貴美
代氏(新潟医療福祉大学准教授)、熊田博喜
氏(武蔵野大学准教授)
司会者:稲沢公一会員(本学ライフデザイン学部教授、
本学会会長)
17: 10 -17 : 20 閉会挨拶(秋元美世・福祉社会デザ
イン研究科委員長)
17: 30 -19 : 30 懇親会
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.総会報告事項
1.会員数について
会員数 193名 (2014年8月1日現在〕
2. 2013年度の事業報告・決算報告がなされた。
3.機関紙『東洋大学社会福祉研究J第6号の発刊 (2013
年8月)
4.学会ニュース発行
(第16・17合併号 2013年4月) (第四号 2013年6月) (第
19号 2014年3月)
.総会審議事項
1. 2014年度の事業計画案と予算案が審議され、承認さ
れた。
2. C会員1]:第10条〕に基づいて、以下の役員改選が行われ、
承認された。
[現在の体制1 0:改選
役員:顧問 山下袈裟男先生・坂口順治先生・天野マキ
先生・古川孝順先生
会長 O小林良二(本学教授・社会福祉学専攻前主任)
二今 稲沢公一(本学教授・社会福祉学専攻主任)
事務局長加山弾(本学准教授)
会計監事熊田博喜(武蔵野大学准教授)
理事(研究大会担当)
丸山晃(本学助教)
理事(機関誌担当)
志村健一(本学教授)
理事(財務担当)
林大介(本学助教)
理事(学会ニュース担当)
0清野絵(本学助教)
コ再任
ニコ門 美由紀(本学助教)
理事(同窓会担当)
宇留野光子(社会福祉法人芳香会理事長)
二字再任
理事(同窓会担当)
後藤広史(日本大学准教授) コ再任
理事(同窓会担当)
相馬大祐(国立のぞみの園研究員)コ再任
理事 (HP担当)
小植俊介(大学院博士後期課程3年)
コ再任
(事務局長加山弾)
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東洋大学社会福祉学会 10年の記録
-東洋大学社会福祉学会は1969(昭和44)年1月に創設され、以後4回の大会が開催されたが、事情により
以後の学会活動は休止された。
.新生「東洋大学社会福祉学会」は2005年に第1回大会を開催したが、その際<通算第5回>として開催した。
その後、毎年度研究大会が開催されている。
[研究大会の記録]
第1回大会(通算第5回)
日程 2005.l1.27 (スカイホールf也)
ァーマ 社会福祉教育の90年の歴史とこれからの展望
プログラム 10:00 -11:00 東洋大学・今昔:古川孝順
11:00 -12:00 キャンパスツアー
12:0 -12:30 総会
13:30 -15:30 
大会シンポジウム『社会福祉教育の90年の歴史とこれからの展望』
司会:高橋重宏
シンポジスト:坂口順治(本学元教授、とげぬき生活館館長)、天野マキ(本学教授)
コメンテーター:山下袈裟男(本学名誉教授)
15:30 -17:30 分科会
口分科会1i地域包括支援センターの権利擁護はソーシャルワーク支援」
コーディネーター:高山直樹
基調報告:池田恵利子
研究発表:本間穣、袴塚優人
口分科会I i虐待の現状と課題~子ども・障害者・高齢者虐待の現状、課題、展望J
コーディネーター:佐藤豊道
報告者:山田勝美・藤村和静・梶川義人
口分科会mi東洋大学社会福祉学会第1-4回大会を振り返って、これからの学会の在り方」
コーディネーター:高橋重宏
報告者:高山忠雄・馬場茂樹など
口分科会1Vi大学院生分科会」
コーディネーター:秋元美世
0小畑香菜「講義保障~障害学生のサポート体制について-J
0後藤広史「ホームレスが施設から自己退所する要因-A，Senの iCapability Jアプローチに着
目してー 」
0門美由紀「外国籍住民の生活課題把握方法の試論」
社会福祉学科教員挨拶(第1回) 山下袈裟男顧問の挨拶(第1回)
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第2回大会
日程 12006.8.4 ~ 5 (スカイホールほか)
テーマ |研究と現場の関わり
プログラム 1日目 (1401教室)
1日目 19:50 ~ 10:∞ 開会挨拶:古川孝順
10:00 ~ 20:00 
大学院生研究報告 (13名)
プログラム 12日目(スカイホール他)
2日目 110:30 ~ 10:40 会長挨拶:天野マキ
10:40 ~ 12:00 基調講演「研究と現場とのかかわりについて」小林良二
13:00 ~ 13:30 総会
13:40 ~ 1丘10
シンポジウム『地域福祉における<現場>とのかかわり』
シンポジスト:和気康太、山本美香、渡遺隆 コーデイネーター:加山弾
15:10 ~ 17:30 ワークショップ
口ワークショップ『高齢者虐待についてJ高山直樹、坂田伸子
15 : 10~ 17 : 30 研究報告
口第一分科会①「児童・社会福祉援助Jコーデイネーター:高橋重宏
0大門俊樹「韓国におけるスクールソーシャルワークの現状と課題一日米の歴史・現状と比較し
て-J
O我謝美佐子「子どもその家族へのソーシャルワークに関する研究一協働する援助関係の構築-J
O中島健一朗「児童養護施設におけるファミリーソーシャルワーカーの専門性に関する研究」
口第一分科会②「地域福祉」 コーデイネーター:須田木綿子
0米山宗久「地域福祉の推進における民生委員、児童委員の専門性に関する研究一民生委員・児
童委員活動を通して一」
0門美由紀「地域福祉計画にみる外国人の位置」
0高村弘章「農村における外国人配偶者と子どもを抱える家族の生活問題J
口第二分科会①「低所得・公的扶助」 コーディネーター:片平測彦
0後藤広史 iWホームレス問題』の再考ー社会福祉対象論による検討-J
0柳愛貞「低所得高齢者の地域生活支援に関する一考察一公営住宅に居住する高齢者を中心に」
O田村夏実「若年不安定就業者の現状と施策の課題一若年フリーターの問題を中心として」
口第二分科会②「歴史・制度」 コーデイネーター:秋元美世
0李恩心「社会福祉の予防的介入の視点一歴史的な流れと実践研究を中心に一」
O平塚謙一「支援の対象設定の基準とニーズ表明の条件」
0小野学「戦時厚生事業の研究一社会事業の体系化とその思想的展開-J
O宮嶋淳 iIFSWworld conference 2006 reportJ 
口第三分科会①「障害」 コーデイネーター:藤林慶子
0相馬大祐「入所施設における地域生活移行の阻害要因」
0清水茂徳 iHIV感染者告知後の経験過程一告知への対処と mIV感染者像』の変化」
0木口恵美子「知的障害者の自己決定に関するTheVulnerable Persons Living with a Mental 
Disability Actの意義と役割」
0井上洋一「知的障害者就労政策の研究一社会的就労を中心に一」
口第三分科会②「福祉教育」 コーデイネーター:森田明美
0三宅淑子「福祉・保健・医療の連携教育に関する研究」
0岡多枝子「社会福祉専門職養成における福祉系高校の教育課題一職業観形成プロセスを中心と
して-J
口第四分科会「高齢者」 コーディネーター:天野マキ
0越国明子「社会福祉政策における地域格差に関する一考察ー高齢者福祉政策の比較検証を通し
て-J
O中村一茂「高齢者の居場所の概念規定に関する研究一第一次予備調査に向けて-J
0山浦君枝「地域社会における要援護高齢者のサポートネットワークについて一地域包括支援セ
ンターにおける社会福祉士の果たす役割-J
懇親会 |スカイホール
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写真で綴る研究大会
第1回大会懇親会での集合写真
シンポジウム(第2回) 分科会風景(第2回)
ワークショップ風景(第2回) シンポジウム風景(第6回)
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阿部志郎先生の講演(第6回) 懇親会風景(第8回)
院生研究報告(第7固) 懇親会風景(第9回)
第10回記念大会での集合写真
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第3回大会 第4回大会 第5回大会
日程 12007.8.5 (スカイホール) 12∞18.8.3 (スカイホール) 12009.8.2 (スカイホール)
テーマ |ソーシャルワークの実践と評価 |ソーシャル・インクルージョンの|社会福祉の新しい動向とソー
社会福祉 |シャルワーカーの課題
プログラム 110:00-12:00 110:35 -12:05 110:35 -12:05 
大学院博士後期課程研究報告 |大学院生研究報告 |大学院博士後期課程研究報告
0井上修一「特別養護老人ホー 10柳愛貞「独居高齢者支援にお10荻野剛史「多文化共生社会実
ム入居者家族への支援方法J1 けるソーシャルサポートネッ| 現に向けた『かかわり』促進
O岡多枝子「福祉系高校生の実| トワークに関する研究J 1 の支援一滞日ベトナム難民の
習不安の構造と意味J 10同多枝子「福祉系高校生の社| 定住化プロセスからの検討」
O和秀俊 r個Jの時代におけ| 会福祉現場実習と進路選択J10金子恵美「地域において子ど
る新しい公共性の創造-アソ 10中村英三「明治初期の善光寺| も家庭支援ネットワークを展
シエーション型スポーツクラ| 大勧進養育の生成と社会的意| 開するシステム一東京都子ど
ブの機能と役割-J 1 義J 1 も家庭支援センターの15年間
O後藤広史「ホームレスの再類1 1 の展開過程」
型化J 1 10松宮透高「児童虐待をした親
O永田文子「利用者主体の介護・1 1 へのストレングス・アプロー
生活の質の実現と介護福祉士1 1 チー要因としてのメンタルへ
のコンピテンシーに関する研1 1 ルス問題と機関連携を焦点
究J 1 1 に」
0野口友紀子「社会事業の形成
過程一防貧の変化から-J
13:00 -13:30 総会 112:05 -13:00 総会
13:30 -15:00 基調講演 113:30 -15:∞ 基調講演
野村豊子『福祉臨床の評価研究|園田恭一『地域と共同、保健・
ー量的研究・質的研究の多面性|医療と福祉』
13:00 -13:30 総会
13:30 -14:30 基調講演
天野マキ『現代の貧困問題と社
会福祉政策の視覚J
15:10 -17:00 シンポジウム 115:10 -17:00 シンポジウム 114:40 -17:00 シンポジウム
『ソーシャルワークの実践と評|シンポジスト: 1 rソーシャルワーク実践におけ
価ーその方法と課題，-j 10西村昌記 rソーシャル・イ|るジレンマ 現場で直面する矛
シンポジスト: 1 ンクルージョンの社会福祉j1盾・葛藤を、どう読み解くか』
O佐藤豊道「クリテイカル・シ| という視角J 1シンポジスト:
ンキング、エピデンス・ベー 10熊田博喜「ソーシャル・イン 10本多勇(太郎相談室長:社会
スド・プラクテイス (EBP)、| クルージョンと地域社会J 1 福祉学専攻後期課程満退)
ポスト・モダン・ソーシヤル10川原恵子「包摂されるのは誰10野村聡(柏市役所:福祉社会
ワークの方法と課題J 1 か?-排除される人々の諸相| システム専攻修了)
0才村純「児童虐待に対する 1-J 10内田宏明(飯田女子短期大学
ソーシャルワーク実践と課|コーディネーター:秋元美世 | 准教授:社会福祉学専攻後期
題J 1 1 課程)
0野村豊子「回想法の実践・評1 1コーデイネーター:高山直樹
価-倫理」
コーディネーター:野村豊子・
佐藤豊道
懇親会 |スカイホール スカイホール スカイホール
基調講演される園田恭一先生(第4囲) シンポジウム風景(第4回)
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第6回大会 第7回大会 第8回大会
日程 12010.8.1 (スカイホール) 12011.10.16 (スカイホール) 12012.8.5 (スカイホール)
サーマ |東アジアの社会福祉研究をめぐ|包摂と排除一国際的視点からの|社会福祉の理論と運営
る諸問題 |考察
プログラム 10:ヨ0-12:05 1丘25-15:55 110:10 -12:10 
大学院博士後期課程研究報告 |大学院博士後期課程研究報告 |大学院生研究報告
0高村弘晃「高齢者への見守り 10松宮透高「メンタルヘルス問10李恩心「介護保険制度下の介
支援についてJ 1 題のある親による児童虐待にl 護サービスへの利用支援j
0門美由紀「生活者としての外| 関する研究一支援者の問題認10西田知未「在日コリアン高齢
国人が抱える福祉的課題一地| 識を焦点、として一J 1 者に関する予備的研究 生活
域におけるインクルージョン 1 1 史を中心にJ
の視点からJ 1 10高原優美子「根拠を基にした
O山田宜贋 n地区社協J研究1 1 実践のためのシステマテイツ
一大都市の小地域社会に根付1 1 ク・レビューー精神障害者
いたもうひとつの社会福祉協1 1 就労の長期支援に関する調査
議会J 1 1 研究から-J
13:00-ほ30 総会 |時00-16:20 総会 113:00 -13ヨ0 総会
13:30 -14:30 記念講演 116:30 -18:20 シンポジウム 113:30 -14:30 
阿部志郎(神奈川県立保健福祉Ir包摂と排除一国際的視点から|震災支援報告『東日本大震災:
大学名誉学長) 1の考察j 1社会福祉学科教員と学生の活
『東アジア社会と日本の社会福|報告者: 1動』
祉』 10岩瀬由佳「排除される女たち|森田明美、藤林慶子、加山弾
14:40 -17:00 シンポジウム | 一絵画と文学から読み解く女114:40-17:00 
『日韓の社会福祉比較研究の課| 性の身体表象とコロニアリズ|出版記念シンポジウム『社会福
題一社会福祉支援の総合性をめ| ムJ 1祉の理論と運営J
く喰って一j 10鈴木規子「フランスにおける|司会秋元美世
シンポジスト: 1 シティズンシップと排除され|シンポジスト:
0柳愛貞(韓国保健福祉部専| る人々 J 10野口友紀子「社会福祉におけ
門官)Iひとり暮らし高齢者10萎英淑「韓国の企業福祉の現| る本質と機能の統合:ソー
支援の総合性についてJ 1 状一排除される非正規労働| シャルポリシーとソーシャル
O森山千賀子「介護支援の総合| 者J 1 ワーカー[古川理論、本質、
性についてJ 10志村健一「排除とグラウン| 機能]J
0森田明美「子育て家庭支援の| デツド・セオリー:ネイテイ 10西田恵子「社会福祉の運営と
総合性についてJ 1 ヴ・アメリカンの事例からJ 1 情報~社会福祉の固有性と社
コーデイネーター:秋元美世 |コーデイネーター 小林良二 | 会福祉の拡大及び限定に係る
考察-J[社会福祉の情報、情
報のマトリクス、社会福祉の
L字型構造日
0笹尾雅美「社会適応期におけ
る若年高次脳機能障害者の自
立支援」
コメンテーター:古川孝順
懇親会 |スカイホール |ズカイホール |スカイホール
シンポジウム風景(第7回) 震災支援報告(第8回)
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第9回大会 第10回大会
日程 2013.8.4 (125記念ホール) 2014.8.3 (125記念ホール)
ァーマ 社会的弱者と自立支援をめぐっ 東洋大学における社会福祉ま:ヂ|
て 育と研究ーその到達点と展望
フ。ログラム 10:10 ~ 12:10 10:15 ~ 11:50 
大学院生・修了生研究報告 大学院生・修了生研究報告
0保正友子「博士学位請求論文 0高良麻子「日本におけるソー
『医療ソーシャルワーカーの シャル・アクションの実践方
実践能力変容過程に関する質 法の明確化一社会福祉士の実
的研究』の執筆を終えてJ 践を通してー」
0李恩心「介護保険制度におけ 0黒鵜ひとみ「臨床現場におけ
る介護サービスへのアクセス る新人看護師教育の課題一都
の問題J 内D病院を手掛かりに-J
0上野順子「対人援助職を選択 0小川晶「保育所における子育
した障がい者のきょうだいに て課題を持つ母親への支援の
おける親との関係性」 視点と方法」
0植木信一「日本の健全育成に
おける母親クラブの役割」
13:00 ~ 13:30 総会 13:00 ~ 13:30 総会
13:30 ~ 14:30 13:30 ~ 14:10 
基調講演『社会的弱者と自立支 窪田暁子先生を偲ぶメモリアル
援をめぐってJ 企画
中島修(文京学院大学、元厚労 記念講演:古川孝}I買(西九州
省社会・援護局専門官) 大学)
14:40 ~ 17:00 14:20 ~ 15:40 
シンポジウム『社会的弱者と自 記念鼎談1W東洋大学における
立支援をめぐって』 社会福祉学教育・研究の歴史的
シンポジスト: 意義と展望J
0森田明美 登壇者:古川孝}I頂、天野マキ、
0林大介 佐藤豊道
0後藤広史 司会:森田明美
0丸山晃
コメンテーター:中島修
司会:小林良二
15:50 -17:10 
記念鼎談I W東洋大学で学んだ
研究者としての基礎』
登壇者:和気純子、寺田貴美代、
熊田博喜
司会:稲沢公一
懇親会 8号館地下食堂 8号館地下食堂
[歴代会長】 [歴代事務局長}
2005年度 天野マキ 2005年度-2010年度金子光一
2006年度 天野マキ 2011年度~ 現在 加山弾
2007年度 小林良二
2008年度 小林良二 [顧問}
2009年度 小林良二 山下袈裟男
2010年度 秋元美世 坂口JI買治
2011年度 佐藤豊道 天野マキ
2012年度 秋元美世 古川孝順
2013年度 小林良二
2014年度 稲沢公一
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資料
東洋大学における社会福祉学教育・研究の主な歴史
・=学部関係 .=大学院関係 0=研究所、その他の動向
年 出来事
1921年 専門部社会事業科開設
1928年 社会教育事業科に改称
1934年 社会教育事業科廃止
1954年 .社会学部開設(社会学科・応用社会学科、第2部社会学科)
-大学院社会学研究科社会学専攻設置(修士課程・博士課程)
0社会学研究所設置(-2003年)、とげぬき生活館発足。
1964年 0児童相談室設置(-2000年)
1962年 -応用社会学科に社会福祉学専攻設置
1966年 .社会学研究科社会福祉学専攻修士課程設置
1969年 0東洋大学社会福祉学会第1回大会(以後4回開催)
1978年 .社会学研究科社会福祉学専攻博士課程(後期)設置
1982年 0社会福祉学専攻修了者による「福祉社会研究」創刊
1983年 0白山社会学会創立
1988年 .社会福祉士養成開始
1992年 .社会福祉学科開設(応用社会学科福祉学専攻コースより分離)
1996年 -大学院修士課程福祉社会システム専攻開設
2001年 -第2部社会福祉学科開設
2005年 -朝震校舎にライフデザイン学部(生活支援学科)開設
0東洋大学社会福祉学会第l回大会(復活)
2006年 -大学院福祉社会デザイン研究科創設(ヒューマンデザイン専攻設置。社会学研究科の
社会福祉学専攻、福祉社会システム専攻を同専攻科に移す)
2007年 0福祉社会開発研究センター開設(第l期)
2008年 o r東洋大学社会福祉研究』創刊(東洋大学社会福祉学会)
20日年 0福祉社会開発研究センター第2期スタート
2014年 0東洋大学社会福祉学会第10回大会
70 
東洋大学社会福祉学会会則・「東洋大学社会福祉研究j投稿規程・執筆要領
東洋大学社会福祉学会/会則
第1章総則
(名称)
第1条本会は東洋大学社会福祉学会と称する。
(事務局)
第2条本会の事務局は、東洋大学白山キャンパスに置
く。(東京都文京区白山5-28-20)
第2章目的
(目的)
第3条本会は、社会福祉に関する学術研究と実践活動
の成果の発表、及び会員相互の交流を目的とする。
(事業)
第4条本会は、その目的を達成するために次の事業を
行う。
1.機関誌・通信の発行
2.年次学術研究大会、研究会、講演会などの開催
3.その他、理事会が適当と認めた事業
第3章会員
(会員)
第5条本会は、次の会員をもって組織する。
1.通常会員
東洋大学教員、東洋大学に勤務された教員(専任・
非常勤)
東洋大学の在籍生、卒業生
東洋大学大学院の在籍生、修了生
本会の目的に賛同する者
(入選会の手続き)
第6条 入会を希望する者は、所定の会費を添え、申込
書を本会事務局に提出する。また、退会を希望する者は、
本会事務局に通告して退会するものとする。
(会費)
第7条会員は年会費 (5.000円、学部在学生は2.5∞円)
を納めなければならない。
年会費の額は総会で決定する。既納の会費は返済しない。
(会員の権利)
第8条会費を納入した会員は、以下の権利を有する。
1.通信物等の受理
2.機関誌の受理(無料)
3.機関誌への投稿
4.研究会・講演会など各種の会合への参加
5.前項4.における研究成果等の発表
二.会費を3年以上滞納した者は、理事会の議を経て、
その者の会員の権利を剥奪することができる。
第4章機関
(役員)
第9条会の事業を遂行するために次の役員を置く。
1.会長l名、事務局長l名、理事若干名、顧問若干名
2.会計監事2名
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(役員の選出)
第10条
1.会長:理事の中から互選する。
2.事務局長:顧問及び会長が、会務の執行にかかわる
事務責任者として事務局長を選出し、総会の議を経て委
嘱する。
3.理事:総会において会員の中から互選する。
-研究大会担当・機関誌担当・財務担当・同窓会担当
なお、必要に応じてその他の理事を、総会において互選
することができる。
4.顧問:本会発展に貢献のあった者の中から、理事会
の議を経て選出する。
5.会計監事:総会において会員の中から互選する。
(役員の任期)
第11条役員の任期は2年とする。
但し、再任を妨げない。補欠の役員の任期は、前任者の
残任期間とする。
(理事会)
第12条理事会は、会長、事務局長、理事によって組織
される。
二.理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席理事の過半数をもって決する。
(総会)
第13条会長は、毎年l回会員の通常総会を招集しなけ
ればならない。会長が必要と認めるとき又は会員の3分
のl以上の請求があるときは、臨時総会を開く。なお、
総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する。
第5章会計
(経費)
第14条本会の経費は、会費、寄付金その他の収入を
もってあてる。
(予算及び決算)
第15条本会の予算及び決算は、理事会の議決を経て、
総会の承認を得てこれを決定する。
(会計年度)
第16条本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、 3月
31日に終わるものとする。
第6章規約の変更及び解散
(会則の改正)
第17条本会会則を変更し、又は本会を解散するには、
会員の3分のl以上又は理事の過半数の提案により、総会
出席会員の3分の2以上の同意を得なくてはならない。
付則
1.本会会則は、 2005年11月27日から施行する。
東洋大学社会福祉研究第8号 (2015年8月)
「東洋大学社会福祉研究j投稿規程
(2∞8年6月30日制定)
1.投稿資格
投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員とす
る。ただし、以下の場合には、編集委員会の判断によっ
て投稿を受理できる。
1 )編集委員会において特別に依頼する場合。
2.原稿の種類
1)原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳、資料とする。
2)論文は、他に未発表のものに限る。投稿論文と内容
が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中の論
文がある場合は、投稿者は、必ず当該論文のコピーを添
付することとする。編集委員会で受理の諾否を決定する。
3)翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、解
題・解説を付けることが必要である。
3.原稿の枚数
1 )原稿は、原則として、 4∞字詰め原稿用紙換算30枚
(12000字、図表を含む)以内とする。
4.原稿の採否
1 )原稿の採否、ならびに論文の修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決定
する。
5.投稿形式
1 )投稿は、電子媒体(フロッピー・ディスク等)で行い、
プリントアウトしたハードコピーを添付する。
6.要旨・キーワード
1 )原則として、400字程度の要旨と、5個以内のキーワー
ドをつける。
7.執筆要領・執筆要領
1)紀要編集委員会においてその内容を検討し決定する。
8. 自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず返
却しない。
.編集後記.
「東洋大学社会福祉研究J執筆要領
(2008年6月30日制定)
1 .要旨
1 )要旨は、できあがり l頁以内とする。
2) 5以内のキーワードをつける。
2.ワープ口入力上の注意
1 )原稿は、ワープロ作成によるものを原則として (A4
版、横書き)1ページ全角40字x40行で印字する(空白
部分は、上記分量に含まない)。ただし、英数字は原則
として半角とする。
2)拡大文字・特殊文字・文字飾り・罫線・制御記号なども、
プリントアウトした原稿で指示する。
3)改行以外の個所は、続けて入力すること。
3.図表
1)図表は本文中に入力せず、本文の後ろに入力するか、
あるいは別のファイルに保存する。図表の挿入位置はプ
リントアウトした原稿に指示する。
2)図表は、 A4版で、例えば、 1/4ページの場合、 4∞字、
112ページの場合、 8∞字として換算する。
3)図表には、通し番号(図表1、図表2)でタイトルを
つける。その場合、 1図表ごとに別紙(別ファイル)に
作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が、出版物
からの引用の場合は、出典を明記し、必要に応じて、著
作権者の許可を得なくてはならない。
4.注
1 )本文中の該当箇所に、右肩上付きで、 1)、2)、3)、..
と順に示し、注自体は本文の後に一括して記載する。
5.参考文献
1 )注の後に一括して記載する(著者名のアルファベッ
ト順)。文献挙示の方法については、「社会福祉学」投稿
規程に準ずるものとする。
6.校正
1 )著者構成は初稿のみとし、誤字、誤植、脱字の訂正
以外は、原則として認めない。
毎年のことながら綱渡り状態の編集作業となり、執筆者の皆様はじめ、ワコーの合田様にもご迷惑をお掛けしていると
ころです。今年度の編集には、荻野先生にもご協力いただき、年次大会に間に合うこととなりました。今号は投稿論文
がありませんでしたので、会員の皆様の積極的な投稿をお待ちしたいと，思います。(K.S.)
『東洋大学社会福祉研究』編集委員
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